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色彩か ら見た文化発達度 の 問題

AProblem 　 of　Colors ＆ Cultura1　 Leve1

平澤　洋
一 ＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　旨

　文化 の 発達 に つ れ て 民族は色彩基本語の 数を増や して い き ， 文化度 と主要色彩語 との 間に は高い 相関

性が あ る， とバ ー
リ ン ・ ケ イ は い う。 また，こ の ような普遍論に は相対論か らの 反論が 出 され，論争を

繰 り返 して きた 。 本稿で は，文献調査 と実態調査を もと に，意味論 の 立場か ら外界 と認知 と意味領域の

問題 を再検討 し，普遍論で は説明の つ か な い 言語事実を提示 した 。 そ して ， 日本語の 色彩系列で は 「青」

が鍵に な る こ とをつ き とめた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoichi　HIRASAWA
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　Abstract

　According　to　Berlin＆ Kay ，　 a　nation 　adds 　the　 number 　 of 　fandamental　 color 　words 　 as 　 culture 　 become

high　level，　and 　these　two　factors　are 　correlated 、　But　their　universal 　theory　Inet 　with 　opposition 　 from

re！ativist
，　and 　they　argued 　the　problem 　over 　and 　over ．　 With　referring 　to　the　li七erature 　and 　the　actual

situation 　of　recognition 　of 　color
，　we 　reeonsidered 　things，　recognition 　and 　the　area 　of　meaning 　from　a

point　of 　semantic 　views ．　 We 　found　the　lingUistic　fact　that　is　hard　for　universalist 　to　explain ．
“
青

”hGlds

the　key　to　 recognition 　of　colors 　in　Japanese，

1．は じめに

　言語は思考 と深い 関係 をもち，人 間を取 り巻 く

世界 （外界）の さまざまな事物や関係をカ テ ゴ リー

化す る機能を もつ 　　こ の よ うな言語認知論か ら

の 指摘は， レ
ー

ヴ ェ
ー

ス 田 な ど多 くの 研究者 に

よ っ てな され，実証的な研究が 積み重ね られて き

た 。 そ の 典型 的な例は バ ーリ ン ・ ケ イ ［2〕 の 色彩

認知 に関する研究報告で ある 。

　 98種の 言語 を調査対象 に した バ ー
リ ン ・ケ イ の

研 究は ， （1）主 要な色彩語は も っ と も少ない 言語で

2語， もっ とも多 い 言語で 11語で あ る ， （2）色彩カ

テ ゴ リーの 広 が りは個 別言語 で 差 が あ る もの の

「赤」 な ら 「赤 1， 「青」な ら 「青」 と い うカ テ ゴ
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リ
ー

の 焦点は同
一

で あ る ， （3）文化の 発達 に つ れて

畏族は 色彩語の 数を増や し て い く， （4）そ こ に は次

頁図A ， B の よ うな 語系列が 観察 され，｛5）普遍性

の 原理が働い て い る ， と指摘 した 。

　 こ れに は，言語相対論 の 側か らの 反論が 出され

た 。 （a）物理的な ス ペ ク トル は変 わ らな い の に ，（b）

色彩認知枠の 違 い が生まれ ， （clそれ を反映 して 語

形 とそ の 意味領域 ［31 の 違 い が生成 され る， とい

う反論 で ある 。

　（bゆ 色彩認知枠の 違 い は，言語の 違 い に よ っ て

生 じる と考え るの が定説で ある が ， 後で 述 べ るよ

うに，認知差 は 同
一

言語圏や 同
一一

民族内にお い て

も顕著に 見 られ，民族 。言語 ・文化圏 ・性 ・年齢

な ど複雑な要素 に 起因 して い る こ とが ，
こ れ ま で

の 調査で 明 らかに な っ た ［4］
。 ま た ， 普遍論者バ ー

リ ン ・ケ イ の   と，相対論の   とはかな り近似 し

た 面を含ん で お り， こ れ を認知枠 と意味論上 の 意

味領域 と語形 との 関係 と して捉え ，
い か に整合的 ・

体系的に理論化 して い くかが， こ の 問題の 中心 に
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A 　バ ー リ ン ・ ケ イ の 系列図

　　　　嗔ト赤 一 ［警ト青 一 茶色 一 ［
紫，ピ ン ク

橙色，灰色
］

B　同修正 案

　　　　［1ト赤 一 ［
グル ー → 黄

黄 → グル ー 　ト》 一［
紫，

橙色，鴇
C 　渡辺華山の 系列図

青

緑 紫

暗黒　 明 白　 　黄 赤

搗
か

茶

D　 日本語色彩語彙系列図 （試案 ， 赤の 主領域は紅 ・朱）

　　　　［1｝青 一 赤 一 黄 一 紫 一 緑 鳶
艶 ピ ン

「
な っ て こ よ う。 そ こ で 本稿で は，色彩の 認知枠 と

日本語との 関係，と くに 「赤」 と 「黄」 の認知 と

使用語彙 との 関係に 重点をおきなが ら実証的 に考

察 して みた い 。

　中西進先生の こ論考
tiro］ に よ れ ば ， 『万葉集』

の 時代の 基本の 色 は 「赤」 と 「青」で あ り， 「黄」

は，『万葉集』の 中に は疑わ し い 例 が
一

つ あ るだ

け で ， こ れ を 「き」 と読むか 「に」 と読むか学説

の 対立 が あ る 。

　 こ の 「赤」は西欧の よ うな red の 赤で はな く，

赤漆が薄 くな っ た時の 朱色の よ うな色 と思われる

が ，
こ れ は あ くま で 「赤」 と い う語形 の 指示す る

意味領域 で ある に す ぎな い か ら，中西先生の ご指

摘 と図A ， B の 意味する と こ ろ とは矛盾 しな い の

で あろ うか 。

2．「青」 と 「赤」

　万葉 の 時代の 基本色が 2 色 だ とす るな らば ， 図

A ， B に お い て 「青」 が発達す る前に ，色彩 カ テ
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ゴ リーに おい て も色彩語形 に お い て も 「黄」の 使

用が もっ とも っ と安定化 して い な ければ な らな い

はず だか らで あ る 。 図 A ， B の 系列で 日本の色彩

語 も発達 した とす る と， 「黄」が かな り未発達 な

うちに緑や青が発達 したこ とも考え られ ， 色彩 と

語の 発達 の 相関性と整合性に疑問が わ い て くる し，

日本で は ， 西欧な ど とは異な っ た色彩文化 の発達

があ っ た 可能性 も出て くる （したが っ て 「黄」を

最終的に どの よ う に扱 うかが問題 に なるが，そ れ

は後述す る）。

　図 A ， B お よ び D の 色彩語 と文化度と の 対応 を

整理す る と，表 1 の よ う に な る （図 C は 文化度に

つ い て の 記述が な い の で 省い た）。

　表 1 の バ ー リン ・ ケ イの 修正案 の 上段 の よ うに

「グル ー 〈幕グリーン ＋ ブル ー〉」 を立 て る と，

グル ーの 中の カテ ゴ リー 「青」が ，「赤」 の す ぐ

後 に 位置す る こ と に な り， 中西説を支援す るか に

見え るが ， 色彩語の 発達が 白／黒 → 赤 → グ ル ー→

黄→緑／青
一一・rs色→紫／ピ ン ク／橙色／灰色では，
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衷 1　 色彩語彙 と文化発達度

説 文化度 1 文化度 2 文化度 3 文化度 4 文化度 5 文化度 6 文化度 7

A バ ー リン ・ケイ

白 緑 黄 紫／ ピ ン ク

黒
赤

黄 緑
青 茶色

橙色／灰色

白 グル ー
黄 紫／ ピ ン ク

B 同 修 正 案
黒

赤

黄 グル ー
緑／青 茶色

橙色／灰色

白 茶／橙／ピ ン ク
D 試　　　 案

黒

青 赤 黄 紫 緑
灰色

奈良時代の 「黄」 や 「赤」の 実態 か ら見 て ， 疑 問

が残る 。
そ こ に は ，

　 （a ） 万葉の 時代の 「赤」 は西洋の よ うな red で

　　　 はな くて ， 上 代か ら続 い て きた 〈赤漆 の薄

　　　 くな っ た 朱色〉 の よ うな 「赤」で あ っ た こ

　　　 と 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き　は だ

　（b）　 「万葉集」 の 「黄」は黄蘗色 （黄色） の 系

　　　統 とする説 や丹色 （赤土の 色）と解釈す る

　　　説が あ り， 「黄」が現代の 「赤」 の 領域の

　　　
一

部を指 した可能性が 高い こ と 。

　（e） バ ー リン ・ ケイの 指摘 した 「グル ー
」の よ

　　　 うな意味領域 く緑＋ 青〉は ， 上代の 日本に

　　　 も存在 して い た
。

な どの 問題 が あ る 。 （c）だ けな らい い が，（a ）や（b）を

考慮す る と，
バ ー

リ ン ・ ケイ の 修正案 の プ ロ セ ス

で は 日本 の 色彩 の 発達 は説明で きな くな り，
バ ー

リ ン ・ケ イ の 唱え た 「普遍性」 の 可能性 に 赤信号

が と も っ て しま う。

　万葉時代の 日本語の 語形 「赤」の 示す意味領域

の 中心 が 〈赤漆の 薄 くな っ た色〉 ， 「黄」 の 領域

の
一

部 が 〈赤土 の 色〉 で あるな ら，語形 「黄」が

「赤」 と重な る意味領域な い しは非常に 近 い 領域

を指 し示す こ とになる 。
2 語形に よる意味の 分化

が まだ 明確で なか っ た と い うこ とは ， 「グ ル ー」

と同様の 現象が 「赤」「黄」 に も見 られる と い う

こ とにな る の で ， こ の色彩カ テ ゴ リ
ー

を 「黄赤」

と して ， 日本語 の 色彩語系列図を示す こ とも不 可

能で は な い
。

　肝心 なこ とは，「黄赤」や 「グル ー」 とい っ た
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意味未分化の 現象は，語彙論 ・意味論上 の特殊な

現象で は ない とい う こ とで あ り， 「黄」 と 「赤」，

「緑」 と 「青」の よ うな意味の 分化の 困難 さは ，

個人差 に起 因す る認知枠の ゆ れや 語形選択の 混 同

な どに よ っ て生 じた もの で あ り， こ の 類は語彙に

は た びた び観察される こ とで あ る 。

　語彙の もつ 意味領域の 重な りは ， あ る特定の 意

味領域 に複数の 語 が対応するとい う言語現象で あ

り， しか も意味領域 と語 と の 関係 は ， い か な る言

語に おい て も恣意 的 ・ 相対的 であ るか ら，外界と

認知枠と意味領域 と語 と の 関係は ， 語彙体系 や言

語体系全体と して は ある程度の 普遍性を 有す る と

は い え，常に個別的で あ り流動的で ある。

　それ故 ， 認知差 と意味領域の 問題は語彙に つ い

て 回 らざるをえない とい う運命に あ り，
こ の あた

りが 音韻や 文法の 普遍性 とは おおい に性格 を異 に

す るとこ ろで ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き　は だ

　（a）， （b｝の 示す意味領域 〈薄い 朱色〉　〈黄蘗色〉

〈赤土の 色〉 は，万葉時代 の 「赤」 の 色彩カ テ ゴ

リ
ー

に収ま り得る色な の で ，日本語の プ ロ セ ス は

表 1の B の 修正案の 下の 方の プ ロ セ ス ，
つ ま り白

／黒 → 赤→ 黄→ グ ル ー→ 緑／青 → 茶色 → 紫／ ピ ン

ク／橙色／灰色 と い う流れを と っ た とす る と，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き　はだ

「赤」 は く薄 い朱色） と 「黄」 の （黄蘗色 〜赤土

の 色） とい う領域が混同 され重な っ た と解釈され ，

「グル ー」だ けが 未分化で 存在 した とに な る 。 そ

れ で は 「黄赤」 と 「グ ル ー
」が ， 異 な る規準で 意

味処理 され る こ と に な り，意味論 自体 に支障が生

じて しまう。
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　とな る と，焦点は 「黄赤」 を ど う扱うか とい う

こ と に な る の で ， 奈良時代の 色彩語 の 使用状況を

再検討 して い くこ とに す る 。

3．色彩語の 頻度

　棚村 ・平澤 の 色彩語調査 ［6］ に よれ ば， 「万葉

集』で 使用頻度の 高い 色彩語 は白系 ：7」 の 語で ，

302例 出て くる 。

　白系302例の 内訳は ， 白波 62， 白濱 4 ，白沙 1 ，

白嶺 1 ，白雲31，白露28， 白気 1
， 白雪 6，自鳥

2 ， 白鶴 1 ， 白鷺 1 ，白つ つ じ ・ 白躑躅 3，白橿
　 　 　 　 　 　 は ま ゆ う

1 ，白管 4，白栲 ・ 白木綿70，白麻衣 1 ， 白紐 1
，

白玉 26，白珠 3 ， 白香 （麻や楮な どを細 く長 く裂

い て神事に使 うもの ） 3 ，白眞 弓 6，白酒 1，白

塗 1，眞 白斑 （白い まだ ら） 1 ， 白水郎 （海女）

13
， 白髪 9

， 白鬚 1
， 白き 1

， 眞白 2 ， 白細砂

（枕詞） 1 ，白遠ふ （同） 1， し らぬ ひ （同） 1，

川上 の 根 自高草 （序） 1 ， 白神 1，白崎 1，白山

1 ，白月 山 1， 白羽 1 ， 藤 白 1 ， 白 し 4 ， 白く

（動詞） 2例で あ る 。

　白に較 べ 黒は少 ない 。 黒系 は45例 。 黒髪25， 黒

馬 3 ，黒駒 2，黒木 （皮つ きの 丸木） 4
， 黒酒 1

，

黒沓 1，大黒 1 ，小黒 1，黒牛潟 ・ 黒牛 （地名）

3 ，黒髪 山 2 ， 黒色 1 ， 黒 し 1例。 白が 「ハ レ」

の 色で 輝き ・喜び ・清潔感な どを あ らわす プ ラ ス

感情性の 色で あ る の に 対 して ，黒 は
一
ケガ レーの

色で あ り宗教性や タブー
性や死な どが まつ わ りつ

くた め に敬遠 されがちだ っ た の で あろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は に ふ

　赤系は 28例 。 赤駒11， 赤土 （赤黄色 の 粘土） 3 ，

もむちぱ　　　　　あ　か　も

赤Pt　1，赤裳 9，赤絹 1，赤 らひ く （赤み を帯 び

た） 1 ， 赤見山 1 ， 赤 し （疑い や心 の くもりが な

い ） 1 例。

　紅系は33例で ，紅28，紅 （若 く美 しい 女性，比
　 　 　 　 　 　 　 　 す ま つむ は ta

喩） 1 ， 紅の 花 （末摘花） 1 ， 紅の （枕詞） 1，

紅の （序の
一

部） 1，紅色 （序の
一一

部）が 1 例 。

　 　 　 　 　 　 　 は in ず

朱系は 4 例で，朱華色 （初夏に咲 く朱華の赤い色）
　 　 ま　 そ ば

2 ， 眞朱 （赤土 ）が 2例 。 紅 は赤 よ り若干多い と

は い え，青 の 69例，黄 の 98例 に 比べ る と，か な り

少な い 。 また，紅に は比 喩用法 も散見され た 。 例

え ば 『万葉集』 四
一〇九で は紅を 「紅花で 染め た

衣 ， 若 く美 しい 女性」 の 意で ，

一
三

一一
三 で は 「紅

　 こ 　 ぞ

の 深染め の 衣」全体で 「麦 の意 に使 う。
二 六 二
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　 　 　 　 　 こ　ぞめ

四の 「紅の濃染の 衣」 は 「思 う人 ， 恋心の 相手」

の 意味で使 っ て い る。

　茜系は，枕詞の 「茜さす」が11例見 られた に と

どま る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は に ふ

　黄系 は98例を数え る 。 黄土 （黄赤土 ） 4
， 黄泉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ　 げ　　　　　 つ 　 ア

3，黄葉80， 黄金 2 ， 黄楊 4 ，楊枕 1，黄染 1 ，
も み た　　　　　　　　　　　　　　　　　　 も　 み

黄色ふ （黄葉す る） 1，黄変 つ （紅葉す る）2例。

黄葉 は モ ミヂ ・モ ミヂ バ と読ませ て お り， 赤葉の

モ ミヂ バ とぶ つ か る 。

　緑系は 11例 で あ る 。 緑児 ・緑子な どが 8例 ， 緑

2 ， 浅緑 1例 。 青系は こ れ よ りは多い 。 69例 。 青

山 6
， 青嶺 2 ，青雲 4 ，青海原 1，青波 2，青葉

2，青柳 ・青楊12，青草 1 ， 青駒 ・青馬 （灰色 が

か っ た 白馬） 3 ， 青衿 1，青根 が峯 （地名） 1 ，

あをに よ し ・ 青丹 よ し ・ 青丹吉 （枕詞）20， 青旗

の （同） 2 ， 青み づ ら （同） 1，青幡の （同） 1，

青垣山 1 ，青香具 山 2 ，青菅山 L 青垣［i亅1 ， 青

し 3 ，か 青な る 2例 。

　紫系は33例 で ， 紫草 ・紫 （略称） 6 ，紫陽花 1，

筑紫 （地 名） 14，紫野 1，紫 7，紫の （枕詞か）

が 4例あ る 。

　以上をま と あ る と
， 白系302例 ， 黒系 44例，赤

系 76例 （赤28，紅33， 茜11， 朱 4）， 黄系98， 緑

系IL 青系69， 紫系33例 とな り， 派生語の 頻度 も

白 ・ 赤 ・ 黄 ・ 青系が高 い
。

4 ．カ テ ゴ リ
ー

の頻度

　前節で 扱 っ た の は色彩語 が作品の 中に 使わ れた

頻度数で あ っ たが ， 梅 ・馬酔木 ・卯 の 花 とい えば

白，桃 ・桜 と くれ ば淡紅，萩な ら淡紫 と い う色彩

カテ ゴ リ
ー

を作者が認知 しイ メ
ージ して歌 っ た わ け

で あろうか ら，歌われた花を分類する こ とで 色彩カ

テ ゴ リ
ー

の 頻度数を知る こ と も で き る 。
こ れ に は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ きち か

先学の 研究 があ り，前田千寸氏の ご調査 こS］で は，

　 白＝梅110，馬酔木13，つ つ じ 3 ，李 1 ，卯花

　　　 21，橘 54，浜木kM　2 ，計204首。

　黄＝山吹 15， 女郎花 12， 計27首 。

　紅 ＝ つ つ じ 5 首 D

　淡紅二桃11， 桜 44，唐棣花 1，容花 4，合歓 3，

　　　　撫子25，計88首 。

　赤＝椿 9 ， 百合 9 ，韓藍 4 ， 山橘 4 ， 計26首 。

　碧 ＝ 紫陽花 2 ，桔梗 4 ，月草 9 ，計 15首 。
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　SC・一菫 3 ， 藤 17，杜若 4，計 24首 。

　淡va　＝ ： 棟 （あふ ち） 4 ， 葛 2 ， 萩107， 計113首 。

とな っ て お り， 万葉の 花の 色は 「白」 と 「赤」 と

「紫」で ある。 白系の 花は204首，色彩語 は 302例

で 群を抜 く頻度数 で ある。 また，赤系の 花は紅＋

淡紅 ＋ 赤で 119首， 色彩語が 赤 ＋ 紅 ＋ 茜 で 72例 ，

紫系は紫 ＋ 淡紫 で 137首 ・33例 に の ぼ る か ら，万

葉時代の 日本文化 は色彩面に おい て バ ー
リ ン ・ケ

イ の い う文化度 7 の 段階に到達 して い た と判断 さ

れ る 。 が，前田氏 は 「もみ じ」 を分類対象か ら外

して お り ， そ れ は黄か紅か の 判断が 困難だ っ た か

ら だ とす る。

　前田氏は 同 じ書の 中で 「紅ゴ に つ い て も触れ ，

「平安文化 と紅染」 の節で ，奈良時代 に は あ ま り

使 われなか っ た紅染が平安時代初期 の 終わ り頃か

ら俄 に 使わ れ だ した と述 べ て お ら れ る
。 確か に

「紅」は平安期 にな る と急増 してお り， 4，000首を

越 え る 『万葉集3 で も色彩語 「紅」 は 28例 にす ぎ

な い の に，そ の 2 分 の 1ほ ど の 分量 しか な い 『枕

草子」 で 25例 を数え る。

　青系は花が 15首， 色彩語 が 69例 ， 緑を加えて も

15首 ・ 80例に す ぎな い か ら， 「万 葉時代 の 基本色

は赤と青で あ る」 とする中西先生の ご指摘 は，花

の 色彩カ テ ゴ リ
ー

や 色彩語全体の頻度か らみ るか

ぎ り，疑問が残 る
。

　また ， 色彩語 「赤
一
緑」の現れ方が 26首 ・ 28例一

〇首11例で，「青 一黄」の 15首 ・69例 一27首 ・98

連よ りか な り低 い 。 こ れ も青 ・ 緑 ， 赤 ・ 黄 の 意味

領域に重な り部分があ っ た こ とと関係が あ ろ う 。

5，普遍性 の検証

　 日本の 色彩 は 「光」の 明暗 ・ 顕漠か ら始ま っ て

次第に 「色 」 へ と発展し て い き，下池山古墳 （3

世紀末 〜 4 世紀初頭）で発掘 された銅鏡に付着 し

た絹布 （班布か）に は，「黄」「黄緑」「青 倥 色）」

「茶色」が見 られ る 。 奈良か ら平安に い た る や

『古 今和歌集』 あた りか ら 「色離 れ」 が起 き る 。

そ して， 自然物に作者 の 心 を託 して 表現する，日

本人独特 の 描 き方が浸透 して い っ た よ うで あ る 。

　 しか し， こ れ らの 外界認知 ・ 言語化 ・ 表現 の 構

造的変化 な どが，普遍論者の 力説 した よ う に，
一

定 の ル ール に もとつ い て 上代か ら現在に い た っ た
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の か否か が 議論の 中心 に な っ て い るが，古代 の 色

彩語発達過程の
一

つ
一

つ の 認知の 検 証などで きな

い の で ，現代 における認知類型を調査 し， そ こ か

ら
一
般的な傾向を推論す ると い う方法を とる こ と

に す る。

　認知類型の 把握 を目的 と した 調査 を 4 回に分け

て行 っ た 。 多文化調査 1 （平成 4年 1〜11月， 日

本人学生 197名，留学生34名），同 2 （平成 6年 6
〜 7月 ， 日本人学生 21名 ， 留学生 26名 ）， 同 3

（平成 8 年 6 〜10月，日本人学生200名， 留学生 20

名）， 多文化調査 4 （平成 9年 5 月， 日本人 学生

56名，留学生未調 査）が ， そ れ で あ る （調査項 目

に は 出入 りが あ る）。

　多文化調査 1 に よれば，「色彩カ テ ゴ リ
ー

」 と

「日本語色彩語 の 意味領域」の 認知類型 は ， 次 の

とお りで あ り ， 日本人と外国人 とは かな り似た類

型 を見せ た 。

▽ 日本人の 色彩認知

1

闘
n

…
皿

Iv

　 V

▽外 国人の 色彩認知

1

u

血

】V

伝統文化継承型 ＝ 虹 の 七色 。

軽度の 日本文化継承型 ＝ 太 陽の色 月 の 色，

黄色の 意味領域 （茶封筒の 色 を黄色に含め

る），オ レ ン ジ色の 領域。

か な りの 西欧文化受容型 ＝星 の 色 。

異文化理解型 ＝な し。

異文化理解難型 ＝な し。

　 V

　多文化調査 3以降で は ，

立 っ た項 目を柱 に して ，

2 〜表 4 は ，

で ある。

　表 2の 外国人の 色彩認知で ，

伝統文化継承型 ＝日本入並み 認知 は虹 の 七

色 ， 太 陽の 色 。 や や 日本人に似て い る認知

は 月の 色。

軽度の 日本文化継承ag　一＝か な り日本人に 近

い の が オ レ ン ジ色の 領域，や や 日本人 に似

て い る の が黄色 の 意 味領域 （茶封筒の 色 も

黄色）。

か な りの 西欧文化受容型 ＝か な り日本人 に

近 い の が 星 の 色 。

異文化理解型 ＝な し。

異文化理解難型 ＝＝ な し。

　　　　　　　　 同 1 。 2 で 認知差 の 目

　 　　　　　　 詳細な調査を行 っ た 。 表

　　　そ の 調査 結果の
一
部を ま とあ た もの

「意味領域」 の 重
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表 2　 近接する意味領域の認知 （平成 6 〜 8年 ， 外国人）

色彩カ テ ゴ リー 黄色 オレンジ 茶色 赤色 色彩カテ ゴ リ
ー

黄色 オレンジ 茶色 赤色

1，黄色 46 0 0 08 ． レ ン ガ の 赤茶色 0 0 8 0

2．黄土色 ・黄褐色 31314 09 ．果物の オ レ ン ジ色 041 1 4

3．茶封筒の 色 3 5 7 010 ．果物の 柿の 色 037 0 6

4．tawny 　 orange−　 3 514 011 ．夕焼け空の 色 0 ユ7 026

5．明る い 茶色 0 832 312 ．金魚の 赤 い 色 0 6 124

6．褐色 0 111 113 ． りん ご の 赤色 0 0 0 喋6

7 ．チ ョ コ レ ー ト色
L

0 1 9 014 ．昼の太 陽の 色 417 0 】　 16

注　被調査者46名 。 無回答項 目あ り。 tawny 　orange は黄褐色に近い 茶色 。

表 3　近接する意味領域の認知 （平成 4 〜 6年，日本人）

色彩カ テ ゴ リ
ー 黄色 オレンジ 茶色 赤色 色彩 カ テ ゴ リー 黄色 オレンジ 茶色 τ語 1

　　 1

1 ．黄色 216 0 一 一 8． レ ン ガ の 赤茶色 041   　　 1

2．黄土色 ・黄褐色 9038 一 一 9．果物の オ レ ン ジ色 0208 ＿　 1　 ．＿
　 …

3、茶封筒の 色 15 0 一 一． 10．果物の 柿の 色 0162 一 一
卜
．一一一一一一一一…一一…・一一一・一

隠
゜購 （  1 一 　 皿 11．夕焼け空の 色 0133 『 　

L』 る い 茶色 1　 0
乱 ．−
28 皿 一 12．金魚の 赤 い色 071 一 一

16・褐色 　 　　
lo10 　 　

513 ． りん ごの 赤色 0 0 一 一

L7．チ ・ コ レ ー
ト色 0 1 一 一

　 14．昼 の 太陽の 色 3881 097・」一 」咽一…一　冖「肋齣ヒゴー一一一
注　被調査者 216名 。

一は当時未調査 の項 目。無 回答項 目あ り。

表 4　近接する意味領域の認知 （平成 9年， 日本人）

色彩 カテ ゴ リー
　 黄色下 レンジi茶色 赤色 色彩カ テ ゴ リ

ー
　　　 i黄色 匿レンジ 茶色 赤色

1．黄色
　 …

56 0 0 08 ． レ ン ガ の 赤茶色 0i 　 82911

2．黄土 色 ・黄褐色 24 0 2 09 ．果物の オ レ ン ジ色 055 1 0
3．茶封筒の 色 5 0 61　 010 ，果物の 柿の 色 046 2i 　 2

4．tawny　orange 　　　i　 oL 1332i 　 211 ．夕焼け空の 色 038 0 口 8

5．明る い 茶色　　　　・　 0581111212 ．金魚の 赤い 色 012 01　 42

6．褐色　　　　　　
10

435
†

3 ほ 3． りん ご の赤色 0 石
一’ゴ
　 0 「 56

17 ．チ ョ コ レー ト色 Ol045 ・ 辰 昼 の 醐 の 色 725 ・　 024

注 被調査者 は 56名 。 無 回答項 目あ り。

な りが見 られ る の は ， 「黄土 色 ・黄褐 色」 に おけ

る 「黄色」「オ レ ン ジ色」「茶色」 の 重な りな ど 11

カ テ ゴ リ
ー

に の ぼ る 。 こ れ は調査 カ テ ゴ リーの

78．6％ に相 当す る 。 表 3 で は 未調査項 目が あ る の

で ，意味領域の 重 な りは 2 ヵ所の み にとどま るが ，

表 4 で も11カ テ ゴ リーに お い て 重 な っ て い る 。

　表 2 の 認知差 に，民族や母語 の 違 い が反映 され

て い る こ とは容易に 想像で きるが，同一民族 ・ 同
一

母語の 若年層を調査 ・整理 した表 3 や表 4 に お

22

い て も認知差が見 られる とい う こ とは ， 民族や言

語以外に 認知差を発生 させ る要 因が あ る と い うこ

と に な る 。

　表 2 の デ
ー

タを因子分析 し，
バ リマ ッ ク ス 回転

して か らプ ロ ッ ト表示 した の が図 E で ある （こ れ

は同様の方法で 表 4 か ら作成 した プ ロ ッ トも大差

は な い）。 色彩語 「黄」 と 「赤」 の 距離は 遠 い の

で あ る 。

　また ， 表 4 の デ ー
タ を主成分分析 しプ ロ ッ ト表
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図 E　色彩語の分布 図 F　 色彩 力 テ ゴ リーの 分布

　　赤
　D

”　　@一　　一　　一　　一　　一　@　一@　　一　　一　　一　　　　　\　　@曹　　　一　　一　　幽　　一@　＿　

　 一 　 　＿

@ 　 　 　 　 B

@ 　　オレンジ

1

系（縦軸） 　 1
　　　　　 （横 軸）　
　
　　　　黄茶

系
urn −一 一一一

f
一 一…一一…一
一 1 　黄色 　　

C

l

　　　　　茶色 ： 1 　　　 　　　　　

　　1 オレンジ系の茶（ 縦軸） 　　　　　　　　

　　ltowny 　or ange
　果物。オ レンジ色 驤＼ チ ョコレ

評
@ 　　　 　l 　　　i 　 H

@F 褐色 夕焼け空 K 　　 J 　　　l
　 　　　　　　　柿の色：E明るい茶色 　　一一一一一一2−一一一一一一一一一一一一一↓一一

一 一

一一一 一一一一一＿ ＿

＿
＿

＿＿一一 融赤、陽・色i 暴 封筒。

茶臠 　　　　　　　 　　 　 　i

B 黄 土 色 　 　　　 　 　　　　　 　 i 　A 黄 色

示す る と 図 F になる。 表 4 と図 F から，現代 語 に

ｨ いて は ，黄と赤 と はかなり遠 い意 味領域 に あり

したがっ て上代の

うな意味の 重な りが起 こらな いこ とが読 みと

る。 　色彩 語の論理 的意 味 ・ 中 心的意 味 だけ

なく感 情的 意 味・周辺的 意味 に おいても， 認

差が観察 さ れ た 。例 えば ，多 文 化 調 査 1 での 「

彩 語の 周 辺的意 味」で は ， 白 。 黒

赤 ・オレンジ ・黄・緑 ・ 青 ・ 紫・ 藍・空色の

色 について， 　1 ．幸 福，2． 吉 ，3 ．よろ こ

， 4．希望 ， 　5，熱情 ，6 ．
豊かさ，7 ． 収穫，

D 明るさ， 　 9 ．は な やか さ ，10 ．美しさ ，

．永 遠 ， 12 ， 　 夢， 13 ．
恵 みを与えて く れるも

，14 ．生気 　〈 セイキ〉 を 与えてくれるもの，15 ，物

，16 ． 　信仰，17 ．儀式，18 ．神，19 ．仏，20 ．

，21． 　 夏，22 ，秋 ，23．冬，24．男，25 ．

， 26 ． 不幸， 　

． 不吉 ，28 ． 悲しみ ，29 ， 死， 30 ．大地 を 干上

　がらせる
嫌 な もの。 の 中 から該当 するも の

選 ん でも ら い ，［9 ］ 表 5 を も とにデ ー タの

似度 （ ピ ア ソン 係数 ） を計算 し て か ら プロッ

表示 する と ， 西欧 の 「 赤」が浸透 し た た め で

ろ うか，「黄」と「赤」が同 じ象限 に 属し てい

（プ ロッ ト 図は 略す ） 。 また， 全 く 同じ調 査

目で 外国人留 学生 を調 査 し た表6 のデー タ を

とに

析しプロッ ト 化す ると ，お お むね 日 本 人 と同

の分 布となる 。被験者全体では いかに 23

熾＆ﾕ 性 がありそう に 見 え る も の の， 個 々 の被 調

査者 を 比 較 する と大幅な認 知差が観察 され，周辺

I意味の意味領

においても， 相対論 でな ければ 説 明のつかない言

事 象の存在 す ることが分かる。 6 ．黄 の重 要性
　

最後 に

第 1 節 で言 及し た普遍論の主張点 ｛ 1 ）〜  と

対 論の 〔 a ） 〜（ c ）の 是 非に触れる 。 〔1 ） バ

リ ン。 ケイ の指摘 し た 主要色 彩 語 11 語 の う

，茶 色 ・橙 色 ・ ピン ク・灰 色の4 語は 『万 葉

』 に用例 がゼ ロ ないし はそ れ に近い。 これ を

B の バーリン。 ケ イの系 列図で見る と ， 文化

5 に 相 当 す る 。し か しな がら ，当

の日本ではすでに文 化度7 の紫 がよ く 使 わ れて い た

けだ から，系列図 D の よう に なってい たと 考 える

きであろう。 　また（7 ）「白」 「黒」「青」「

」のみが 末尾に形 態 素 ｛− i ｝ を つ け て形容詞 を
れ る 古 い 語 で あ り ， （ i） 古 代

国で「青赤白黒 」が春夏秋冬を，「青 白 赤 黒」 が
東 西 南北

を 指 し て いたこと，（ウ ） 片 山 　　 　 　 　 　

　　 　 　 　 くに がみ 龍峯 氏 の 調査によ れば沖

県国頭 村 の90 歳 の話者・ たま しろ 玉城 ヤ

トさんが 色 彩カテ ゴリー 「黄 」 をア ヲ と 呼 ん

いた とい う事 実 か らみて， 日本
語 の色彩 語 「

」が「 黄」の前に 存在 し てい なけれ ばならず，

u 黄赤
」
の存 在 を も 考 慮 す る と 「青 」 は 「 赤 」 の 前 に 位 置 し て
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表 5　色彩語の周辺 的意味領域 （H4 日本人）
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表 6　色彩語の 周辺的意味領域 （H6 外国人）
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も つ 範囲の 広 い 色名で，お もに青 ・緑 ・藍な どを

指 し， と き に は黒 ・白に も及び うるもの で あ っ た 。」

とある こ と も考慮 し，「青」の 獲 得 を先 と考 え た

い
。

　普遍論 の 主 張点  は どうか 。 （2）は色彩カテ ゴ リ
ー

の 広が りは個別言語で差 が ある もの の 色彩 カ テ ゴ

リ
ー

の 焦 点は 同一
で あ る と い う指摘で あ っ たが，

『万葉集』に 「黄赤」 と思 われ る 色彩 領域 が 観察

され ， そ れが 後に 「黄」 と i

一
赤」 に 分化 し て い っ

たわ け で あ るか ら，
ヨ
ー

ロ ッ
パ 語 の red と万 葉

の 赤の 色彩 カテ ゴ リーの 焦点が 同一で あ っ た とは

認 定で きな い
。

　普遍論 の （3戊 化の 発達に つ れ て 民族は色彩語 の

数 を増や して い く，（4）色彩語の 発達 に は
一定の 系

列が観察 される とい う 2 点は， 日本語 に もおおむ

ね 当て は ま る もの の ，青 ・赤 ・紫 に つ い て は バ ー

リ ン ・ ケイ の 系列 図には 該当 しな い
。

　（5）色彩語獲得の 過程に は 常に普遍性の 原理 が働

い て い る と い う主張 は，た びた び論 じて きた よ う

に 首肯で き な い
。

　
一
方 ， 相対論の 主 張 に つ い て は ど うか 。 （a ）ど の

民族に と っ て も外界 の物理的 ス ペ ク トル は変わ ら

な い
， （c 〕認知差を反映 して 語形 とそ の 意味領域の

違い が生成され る と い う 2点 は，そ の とお りで あ

る 。 （b｝言語 に よ り色彩認知枠の 違 い が生 まれ る と

い う点 は，同一言語 に よ る認知枠の 調査 で 表 2 〜

6 の よ うな 認知差が 出た こ と，同
一

市町村 に おい

て さえ 顕著 な認知差が観察 され た こ と に よ り， 普

遍論 は もち ろ ん ， 母国語 の 異な りが 認知差 を生 む

とす る類 の 言語相対論 （サ ピア ・ ウ ォ
ー

フ ） の 主

張 も説得力を失 う。

　 こ の よ うな こ とか ら，色彩カ テ ゴ リ
ー

の認知 と

色彩語の 関係 に つ い て は，普遍論 よ り相対論 に歩

が あ り， 認知は 謡吾・年齢 ・性 ・社会階層 ・時代 。

社会習慣な ど複雑な 要因に 左右 されて い る， と結

論 づ け られる。

注

［1］Revesz，　G ．（ed ．）（1954）Thinkingα n（l

　　Sρeαhing，　 North −Holland ．

［2］Berlin，　B ＆ Kay ，　P．（1969）Basic　Color

　　Terms，　 Thei厂 Universα lityαnd 　Evolu亡ion．

　　University　 of　 California　 Press．

［3］用 語の 混乱を避 け る ため，本稿で は 「色彩 カ

　　テ ゴ リー」は外界 に 対す る色彩 認知枠 ， 「意

　　味領域」 は語形 の 指 し示す 色彩範開の 意 で 用

　　い る こ と に す る 。 現 代で は 色彩語彙が豊富に

　　な っ た の で ，色彩カ テ ゴ リーと意味領域 は 重

　　な る こ とが多 い が，色彩語が未発達な 時代 ・

　　地域 に お い て は ， 色彩 カ テ ゴ リ
ー

が存在 して

　　も，
そ れ に 対応す る語形が 存在 せ ず （語形の

　　欠落現象）， 意味領域 も存在 しな い こ とが 少

　　な くな い 。

［4］ 筆者が行 っ た 平成 4 〜 6 年の 多文化 調査 で

　　こ の こ とが分 か っ た 。 調査資料 と解析結果は

　　『日本語語彙の 研究』（武蔵野書院，平成 8年）

　　第 10章 に 記 した。

［5］中西進 「万葉の 色」 （『日本 の 色』 朝日新聞社

　　76頁）。

［6］棚村寛子 ・平澤洋
一一

に よ る 『万葉集』色彩語

　　彙の 調査 o 平成 6 年 。

コ］本稿で の 白は ， 竹井邦彦 「日本色彩事典』 の

　　解釈 に従 う 。 自は光をす べ て 反射 して しま い，

　　色相 を有 しな い色 で は あ るが，反射率 100％

　　の 色 は存在 しな い の で ， も っ と も こ れ に 近 い

　　色を便宜 的に 白とす る 。

［8］前田千 寸 「む らさき くさ』 （河 出書房， 昭和

　　31年 ，
210頁）。

［9］素デ ータは表 5 に示 した 。
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